
聯
蛤
醐

叢

濁

身

概

論

・

勢

鵬

肚
會
改
造

哲
學
及
び
連
帯

思
想

・

植
民

地

の
経

済
政
策

に
就
き

て

・

海
運

暴

け
る
競

争
と
掲
占

と

の
分
界

・

時

給
醐

震

災

純

濟

観

…

:

…

時
局
緊
急
の
経
済
關
係
諸
勅
令

・

…説

嚇犯

安

政

の
震
災

と
救
済
策

・

勢
働

生
産
力

と
野

賃

・

雑

録
}

原
始

的
土
地

所
有
椹

の

一
例

・

兌
換
券

と
物
債

指
数

と

の
關

係

・

戦
後

独
逸

の
大
學

生
…歎

・
・

'
渋
墨
博

士

・
文
學
博

士

.
注
學
博
士

.
法

華

士

財

部

静

治

米

田
庄
太
郎

山
本
美

越
乃

小

島
昌

太
郎

・
渋
墨
博
士

河

田

嗣

郎

・
法
學
博
士

帥

戸

正

雄

・
注

學

士

本

庄

榮

治

郎

・
縄
濟
學
士

森

耕

二

郎

'
注
學
博

士

●
経

済
學

士

'
●
・
経

濟
學
士

河

上

肇

蜷

川

虎

三

岡

崎

丈

規



、

窺

菰

安
政
の
震
巻

救
済
策

.第
十
七
巻

(第
四
號

一
〇
大

)

.五

.五
ん

葺兄

中 りρ

ジ巳

四

安

政

の

震

災

、鳳
救

済

策

O

本

庄

榮

治

郎

ρ

一
、

緒

1=箪

今
次

の
關
東
方

而

の
大
地
震

が
、

一
朝

に
し
て
近

代

的
大
都
市

た
る
東

京
・
横
濱
を
屠

り
、
有

形
無
形

に
宝
前

の
大
損
害

を
興

へ
た

こ
ご
は
、
今
更

い
ふ
迄
も
な

い
所

で
あ

る
が

、
そ
れ

に

つ
け

て
も
世
人

の
中

に
は
、
安
政

の

江
戸

の
地

震
を

回
想

し

て
、
常
時

の
模

様
な
り

、
或
.は
慮
急

の
所

詮
な

ご
を
知
ら
む

ご
す

る
人
も

あ
る
や

う

で
め

っ
て
、
現

に
此

種

の
質
問

に
會

つ
た

こ
ε
も
屡

々
あ

る
。

一
口

に
安
政

の
地

震

ε

い
ふ
が
、
安

政
年
間

に
は

十
数

回

の
地
震

が
あ
b
、

そ
の
中

大
地
震

巴
目
す

べ
き
も

の

は

・
江
戸

の
み
な
ら
す
、
其
他

の
地

方

で
も
起

っ
て
居

る
し
、
ま
窪

戸

だ
け

に
つ
い
て
考

へ
'」
見

て
も
、
地
震

は
数

回
同
地

を
襲

っ
て

み
る
。
故

に
所
謂
安
政

の
地

震
な

る
も
の
は
、
何
時
何
嘘

で
起

つ
た

も
の
を
摺
す

か
、

瀞し

い
ふ
こ
ε
を
雷

て
頚

な
け
れ
ば
な
畠

・
安
政
元
年
の
六
月
+
五
日

に
は
山
城

・
大
和
・
河
内
.
和
泉

.難

.

9



伊
賀

・伊
勢

・丹
波

・近

江
・
越
前

・紀

伊
・
尾
張

の
諸
國

に
張
震

が
あ
り

、
就
中

伊
賀

・
伊
勢

・
大
和
は
移

し
く

災
害

を

被

っ
た
。
同
年
十

　
月
四

日

に
は
畿
内

及
び
東
海
東
山

画

道

に
地
震

が
あ
ゆ
、
翌
五
日

に
は
南

海
・
西

海
・
山

陽

・

:
山
陰

四
道

に
も
地
震

が
あ
り
、W
こ
の
二
大
震

に
海
嘯

が

起
り
、
瀕

海
の
諸

国
は
甚

し
き
被
害

を
被

っ
た
ご

い
ふ
こ

ご
で
あ
る
。

そ
の
翌
年

の
安

政

二
年

の
十

月
二
日

に
は

江
一戸
に
大
地

震

が
起
り
、
細

い
て
火
事

ざ
な
り
、
未
曾

南

の
災
害

を
受

け
、
一∴
年

十
月

七

日
に
も
江
戸

で
は
、
枷
…の
も

の
が
落
ち

、
壁

が
潰

る

、
位

の
強
震

が

あ

っ
た
。
其

後
も
各
地

で
大
小
種

々

の
地

震

の
あ

っ
た

こ
・し
は

い
ふ
迄
も

な

い
。

我

々
は
今

次

の
地

震

ご
連

想

し
て
、
所

謂
安

政

の
地
震
な

る
も

の
を
汚

へ
て
る
る

の
で
あ

る
か
ら

、

そ
れ

が
江
戸
.の
地

震

で
あ
り
、

叉
災
害

の
最

も
甚

し
か

っ

た

も

の
を
引

き
合

ひ

に
出

し

て
み
る
の
で
あ

っ
て
、
前

記

の
安
政

二
年
十

月
二
日

の
江
戸

の
大
震

を
指

す

も
の
で

あ

る

こ
ご
を
藪

に
明

か
に
し
て

お
.く
。

.

常
時

の
江
戸

ご
現
今

の
東

京

ご
は
、
都
市

ε
し
て
非

常

な
る
相
違

が

め
り
、
政

治
経

済
關
係

の
上

か
ら
見

て
も

江
戸
時
代

の
状
態

ε
現
今

の
そ
れ

こ

の
問

に
は
、
霄
壌
も
蕾

な
ら
ざ

る
差

が
あ

る
。
從

つ
τ
災
害

の
性

質
、
程
度

影
響
等
は

到
底
比
較
す

べ
か
ち
ざ
る
も

の
で
あ
り
、
慮
急
策

ご

し
て
採
.
つ
た
方
法

の
如

き
も

。
両
者

の
間

に
は
非

常

怠

る
差

異
が

め
る
。
故

に
今

、
両

者

を
卒

然
比
較
す

る

こ
ご
は
、

失
當

の
譏

り
を
免

れ
漁
。
藪

に
は
た

努
所

謂

安

政

の
震
災

な

る
も

の
が
、
如

何
な

る
程

度

の
も

の
で

あ

っ
π
か
、

ま
た

、
當
塒
幕
府

の
探

り

し
政
策

に
は
如

何

な

る
種
類

方
法

の
も

の
が
あ

っ
た

か
。,
芒

齢
ふ
こ
区
だ

妙
を
処

べ
て
見
た

い
ざ
思

ぶ
。

誠

宛

安
政
の
震
災
ミ
救
鱗
葉

・

第
十
竜
巻

(第
四
號

「
.〇
七
)

五
五
九

1)大 「1本地1震 史料 下巻3乙9,361、369,527,590頁 以下

■



読

苑

安
政
の
震
災
ε
救
済
策

第
十
七
巻

(第
四
號

]
O
入
)

五
力
Q

二

、

震

災

『
安
政
二
年
乙
卯
十
月
二
日
甕
の
ほ
こ
は
天
曇
b
爾

の
氣
を
含
め
」り
。
夜
に
入
り
て
少
し
く
晴
る
。
戌

の
宇
刻

過
ぎ

曾
舜

照
)
唖

-な
み
ぷ
b

(逃

昆

し
一
天
地

お
の
つ
か
ら
聾
あ
り

(榊
)
ぐ
わ
ら
一

ひ
し
一

旱

よ

う
つ

の
雷

鳴

り
わ
た

る
や
う

な

る
に
、
人

々
の
お
め
き
叫

ふ
聾
、
を
ち

こ
ち

に
聞
ゆ
。
を
り

し
も

二
階

に
積

た

る
書

た
ほ

櫃

噂
叉
居
間

の
架

よ
り
雑
具

こ
も
頽

れ
お
ち
、
壁

叉
障

子
な

ご
は

浪

の
う

つ
や
う

に
見

え
、
.天
井
鴨

居
動

き
ひ

し

め

き
、
女

こ
も
は
た

穿
に
滑

え

い
る
ば

か
り
な
り

し

か
ご

、
ほ
こ
な

く
揺

り
や

み
し
か
ば
、
を
ち

こ
ち

に
人
聲

さ
う
そ

き
聞
ゆ
魎

さ
る
を
り
か
ら
、
火
の
お
・
b
し
を
知
ら
す
蓋

の
ぎ

、
そ
…

に
聞
ゆ
。
屋
の
上

に
よ
ぢ
穿

て
見
れ
ば
、
東
は
本
所
、
巽
は
深
川
、
西
は
丸
の
内
、
乾
は
小
川
町
、
南
は
京
橋

の
邊
b
、
北
は
下
谷
、
長
時
千
住

に

た

ち

め

に

吉
原
淺
草
す
.ぺ
て
火
の
口
二
十
ば
か
り
見
ゆ
。
」
か
く
て
地
震
か
ら
火
事
ざ
な
り
、
翌
日
午
之
刻
に
至
っ
て
全
く
鎮

火
し
た
が

『
其
後

の
ゆ
り
返
し
有
ゆ
ゑ
、
叉
も
や
大
地
震
あ
ら
ん
か
ご
、
人
々
恐
れ
、
大
道

へ
荷
物
等
を
積

て
園

ひ
ε
な
し
、
愛

に
寝

る
事
、
斯
て
七
八
日
.唄
に
至
り
、
地
震
潮

力
薄
ら
く
に
随
ひ
、
追

々
野
陣
す
る
も
の
少
く
、

且
十
四
日
終
日
雨
降
る
に
依
て
野
宿
止
み
た
り
。
そ
の
假
住
居
せ
し
中
に
も
、
御
城
下
御
堀
端
、
御
見
附
の
内
外

農
場
、
外
騨
田
廣
小
路
、
上
野
廣
小
路
、
淺
草
廣
小
路
、
忽
が
岡
新
土
手
、
淺
草
寺
地
内
花
や
し
き
、
本
郷

六
丁

目
加
州
様
御
門
前
、
九
段
坂
上
、
護
持
院
原
等
群
集
夥
し
。」

】〉 破窓記r大 日本地震 史料下巻550頁 。灰塵録[二』牧 む)

2)江 戸大 地震末代噺之種(大 口本地 震史料下巻 チ3頁,
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円

「

以
吉

敷

で
薩

護

の
農

総

驚

智

傷
る
熊

祭
蒔
農

動
後
が

明
ザ
む

に
茶

凡
そ
二

、十
鯨

座
の
震
動

が

め
り
、
鯨
震

は
月
末
ま

で
に
蔑
十

回

ε
な
く
起

つ
π
も
の
で

あ

っ
だ
。

こ
分
地
震

に
も
勿
論
威

に

よ

っ
て
強

弱
が
め

る
。
本
所

・深
川

・鐵
砲

洲
・築

地

。灌

卑
邊

は
強
く

、
本
芝

・
田
町

・
高
輪

・品
川

の
方

は
次
第

に
輕
く

、
大
城

よ
り
西
は

番
町
・麹

町

・四
谷

邊
が
軽
く

、
日
本

橋
邊

・神

田
邊

・両

国
遽
は
強
弱

の
中
程

で
あ
.っ
て

大

に
甲
乙

が

あ
り
、

冨
澤

町
・村

松
町
邊
最

も
強
一
家

屋
ば

継

て
傾

き
壊

さ
れ
花

蓮

い
ふ

こ
ざ
で
あ

る
.
被

害
は

町
奉
行
所

へ
の
届
出
に
よ
れ
ば
、
.憂
死
人
通
計
三
千
八
百
九
+
五
人

(娚
葺

私
論

物

慾

潰
家

颪

四
千
三

百
四
十

六
軒

、千
七

百
廿

四
棟
、
潰
土
倉

千
四
百
四

ケ
所

(焼
失
し
た
ろ
寒

土
職
に
除
く
)
焼
失
厩
域
は
幅

二
町

ε
し

て
二

の

里
十

九
町

重
怪

我
人
千
九
百

入
飴

こ

い
ふ

こ
ご
で

あ

る
。

二
度
目

に
町
會
所

で
調
査
し

て
書

き
上
げ
た
庭

で
は

憂

死
人
合
計

四
千

二
百
九

十
三
人

、
怪
我
人

二
千
七

百
五
十
九

人
ざ
な

っ
て
居

る
、
が
、

こ
れ
等
は
町
奉

行
支

配

で
あ
る
市
中

町
方

の
み
に
つ

い
て
で
あ

る
か
ら

、
婁

死
人

な
ご

も
、
武

家
方
。
肚
家

・寺
院

等
を
合
す

れ
ば

、

一
萬

人
以

上

一
萬

五
千

人
以
下

で
あ

ら
う

ε
読

か
れ
て

る

る
。
.か
の
有

名
な

水
戸

の
儒
者
藤

田
東
湖

は
こ
の
災

に
遇

っ

て
死
ん
だ

一
人
で

あ
る
。

〔註
)死
傷
者
の
鍛
に
つ
い
て
は
諸
書
に
異
同
が
め
つ
て
、
何
れ
か
眞
な
り
ミ
断
定
し
難
い
。
例
へ
ば
大
日
本
地
震
星
料
下
娘
所
掲
の
「
な
み
の
後

見
艸
」
旨

・
櫃
死
人
合
計
四
千
六
百
ニ
ナ
六
誉

」
い
ふ
竪

表
が
撃

て
居
覧

「
嘉
・氷
明
治
年
間
鋒
」
に
臨

墜
死
凡
+
萬

入
に
越

69
べ
し
、
公

儀

へ
訴
た

ろ
計
二
萬
五
千
汁
九
人
ミ
云
ふ
』

ピ
あ
ろ
が
・
「
地
震

年
代
謁
」
に
に

『
死
亡
十
三
萬

…
…千
四
百
人
鹸
、
負
傷
十
萬

千
餓
人
、
治
療
々
曳

く
ろ
も
の
三
萬
千
二
百
鯨
人
』
ご

い
ひ
「
「
安
政
雑
記
」
に
ぽ
諸
寺
院
本

山
に
て
各
宗
別

に
取
調
べ
た

ろ
死
亡
八
穂
計
二
十

一
萬
九
千
九
百
餓
人
ご

醗

苑

安
政
の
震
災

ミ
救
済
策

第
+
七
巻

(第
四
號

一
〇
九
》
.
五
六

一

の
4)

5,

㊦

嘉永 明治年間銀 盤四12丁(口 木 災異志 に し引用す)

縫難羅 鍵鍵徽 舗 調査職騒 瑠 葺

■



、

F

設

苑

安
政
の
曲厨
披

・こ
救
済
策

第
卜
上
巻
.

(第
四
號

「
一
〇
)

五
六
.
一

憎

し
「
時
雨
麹
袖
」
に
は
二
十
九
萬
九
千
餓
人
さ
し
て
あ

ろ
が
、
「
破
窓
記
」
に
は
、
こ
れ
に

つ
い
て

『
今
度

の
攣
死
人
籔
屑
三
萬
八
蝕

、或
に
五
萬

人
盤

ミ
も
圃
九

至
て
甚
し
き

就
二
十
二
萬
餓
人
な

ご
い
つ
れ
.も
物
に
湿
し
剛

ゆ
れ
ご
、
皆
浮
説

に
て
取
べ
か
ら
す

、
さ
れ
こ
か

、
ろ
事
も
後
世

に
及

べ

ば

、
却

イ
、浮
説

の
莫
大

な

ろ
が
た

㌔

辱
實

.・・
ず

る
例

少

か
塩

∴

既

.卜
予

が

・
・
」

二

萬

に
あ
ま

る
.へ
き

示

し

祉
書

付

し

に
誠

.卜
動

く

ま
じ

き
数

量
.也

。

そ
ば

市

中
総

計

三
千

八

百
ル

「
五

人
に
、
武

家

守
駄

々

二
倍

・ト
加

へ
て
も

}
萬
、
.一千

人
ば

か

り
也
。

真

中
市

中

の
死

人

の
洩

た

る
一
、多
.》

れ

ば

、

二
"

か
μ
融

通

し

て
其

轍

量

全
く

凡

【
寓

五
千

人

に
ば

た
ら

ざ

る
べ
し

.

・
111
浮
世

の
惑

ね
解

ん
爲

に
記

す

の
み
』

ε
論
じ

て

み

ろ
。
此

邊

の
数

字

が
成

ぽ

正
し

い
も
の

で
ば

な

か
ら

う

か
。
但

、
畑
銀

鶏

ば

『
此
説

至

極
穏

に
し
イ、
鑑

し

た
り

こ

い

へ
こ

も

、
こ
ぼ

地
震

後

瀬
四

五

R

の

間

の
考

書
見
・丸
ハ
↑
り

、
町

御
奉

[∬
所

へ
皿
眼
初

御
厨

に
成

し
は

一
曹円
=
.⊥1
二

人

ぐ」
の
審

、

是
十
月

五

日

の
御
凪
…の
山
田
、
並
ハ後

同
日
四九
H
り
の
竜
M
上

に
匡

五
萬

二
十

一
人

ξ
の

こ

・立
・ト
て

、
叉

同
月

十

五
口

の
調

。ゼ、
.
.「置
七
萬

五

干

六
十

人

ミ

い
ふ

ご

己
也

。

(中

略
)
其

後

十
月
末

よ
吋

十

…
月
ゆ

伺

頃

の

い
ミ
ー
.

瑚

御

調

な
開

に
最

々

影
敷

事

に
て
次

第

に
敬

辮

、

三
+
大
高
.
」
も

至

る
《

し

ご
の
事

な

り
』
云

々
ミ
述

べ
て
居

る
が

、
俄

に
信

じ
難

い
。

助

江
戸
の
大
地
震

は
慶
安
以
来
、
こ
れ
で
三
度
目
ざ
い
ふ
こ
こ
で
あ
る
。
慶
安
三
年
⊥
八
月
九
日
に
大
地
震

が
あ
り

そ
れ
か
ら
五
十
四
年
を
経
て
、
元
蘇
十
六
年

に
は
、
十

一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け
て
地
震
が
め
り
、

「
大
地
割
裂
け
沈
水
涌
出
で
、
川
々
の
水
逆
巻
、
橋
桁
ゆ
る
み
崩

れ
て
渡

る
べ
き
路
を
失
ひ
、
諸
家

の
門
塀
倒
れ

て
道
路
塞
ぐ
。
人
馬
叉
多
一
死
す
。
同
月
二
十
九
"
大
火
起
り
て
叉
人
多
く
死
す
」

窪
い
ふ
有
様
で
あ

っ
た
。
其

後
百
十
年
後
の
灰
化
九
年
に
も
可
な
り
強
き
地
震
が
あ

っ
た
け
れ
こ
も
、
安
政

の
地
震

の
甚
し
き
に
は
及
ば
な
か

り
奮

い
ふ
こ
三

じ
あ
る
。

・
の
叢

二
年
は
元
藤
+
六
年
か
ら
百
五
+
三
年
を
隔
て
て
み
る
。
(綴

蕉

講

よ
)

(註
委

政
の
地
震

の
こ
ミ
存
誕
ぜ
し
も
の
ば

-
戴

に
引
用
ぜ
る
も
の

㌧
外
・ト
委

政
見
開
銀
≒
安
政
見
聞
誌
」
な
ご
が
あ

ろ
。
地
震

に
關

す
る
種

々
の

巷
説

-
災
厄
等
の
状
況
は
「
武
汀
地
動

の
記
」
や
「
降
雨
廼
袖
」

へ正
、後
、績

=
　篇

め
り
)
献
ご

に
も
詳
し

い
。
前
者
に
は
火
災

の
圓
な
ご
も
出
て
居

る
。
然
し
ホ
論
に
に
こ
れ
等
災
害

の
、
ミ
、
に
略
説
し
た
に
拗
ぎ

幻
。
蓋
、私
の
述
.へ
ん

ご
、老

中

小
鮎
は
、摩
ろ
災
害

に
封

マ
ゐ
諸
政
策

に
在

る
か

真跡騨鮨飯
鵜

書

地
細

治

撥

水
廼

明

r

戸
口

雨

永

江

天
時

嘉

)

〉
)

♪

O

l
り
」
3

1

1
1

1



9

ら
で

海

ゐ
。

三
、

救

瓶

安
政
、震
災
の

状
況
は
大
機
以
よ

に
述

べ
.し
所

の
如

く

で
あ

る
が
、

こ
の
際
幕

府

の
探

り
し

速
急

策

に

つ

い

て

は

、
大
ん
次

の
如

さ
も

の
が
あ
.る
。

(
一
)
武
家

に
撤
す

る
救

済
策
。

罹
災

の
諸
侯

に
鋤

し
て
は
、
随
意

に
賜
暇

蹄
落
す

る
こ
、し
を
許

し
、
其
他
適

齢

に
休
暇

を
興

へ
、
或

は
金

員
を
貸

臭

し
、
時
服
を

與

へ
、
且

つ
従

来

の
拝
借
金

の
返

済
を
當

分
延
期
す

る
こ
蓬
を

認

め
、

同
年
暮

に
上
納
す

べ
き
筈

の
分
を
延
期

し
た

。
次

に
萬

石
以
下

の
罹
庚

者

へ
金

員
の
恩
借
を
許

し
、
御

家

の

人
末

々
軽
き
も

の
共

へ
は

、
若
干

の
金

貝
を
與

へ
た

。

三

)市
民

に
勤
す
る
救
済
策
。
(
イ
)地
震
火
災

の
た
塑

漉

け
出
さ
れ
た
者

に
謝
し
て
は
、
先
づ
何
よ
り
も
食
糧

を
與

へ
て
、
彼
等
を
し
て
飢
よ
b
免
れ
し
め
ね
ば
な
ら
組
。
そ
こ
で
町
會
所
で
は
上
野
大
門
町
。
牛
込
帥
樂
坂
穴
八

幡
御
族
町
・芝
明
神
宮
境
内
・
深
川
永
代
寺
等
に
焚
出
し
所
を
設
け
て
握
飯
を
施
興
し
に
。
こ
れ
は
三
日
か
ら
十
九

日
ま
で
、
.市
中
斯

々
端
々
迄
窮
民
共

へ
家
内
人
数
.に
癒
じ
、
握
飯

」
つ
宛
を
與

へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
夏

に
御
救
小

屋

〔澱
)
に
牧
容
し
た
も
の
に
も
、
.
一
人
三
合
の
割
で
握
飯

を
輿

へ
、
町
曾
所
で
は
、
ま
た
市
中
窮
民
の
御
救
米

ε

し
て
身
十
五
歳
上
り
六
十
歳
ま
で
は
白
米
五
升
、
六
十
歳
以
上
、
十
五
歳
以
下
、
#

に
女
に
は
三
升
づ

、
の
施
米

説

苑

安
政
の
震
災
ミ
救
済
策

第
十
七
巻

(第
四
號

]
一
;

五
山八
三

1)

2,

の

東 京市典稿、救潴篇第四457一.502頁 。古事類苑 、政治部四9∫7頁 以一ト'参照

永 戸蕪 史料上編乾 、697頁 に ば之に關す る得失の論 あ り

幕 府汰沙書(大 同本地震 史料'「ド谷52ア 頁 以下。東京 市史稿457-465頁)

`

匹



晶

、

説

苑

安
政

の
震
災

ミ
救
済
策

第

十
七
巻

(第
四
號

一
一
二
)

五
六
四

の

を
し
て
居

る
(計
時
朋
叶
郵
相
よ
り
)
、
此
種
の
施
行
は
、
勿
論
武
士
も
町
人
も
其
分
に
恋
じ
て
、
金

口叩
を
醸
出
し
た
所

の

の
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
記
録
は
今
に
侮
は

つ
て
み
る
が
、

　
.々
詳
処
す
る
の
必
要
も
あ
る
ま

い
ご
思
ふ
、

(
口
)幕
府
は
更

に
御
救
小
屋
を
華
僑
御
門
外
御
普
請
方
様
火
除
明
地
・
浅
草
東
仲
町
贋
小
路
・
武
州
葛
飾
郡
海
漫

新
町
百
姓
松
五
郎
所
持
地
面

藻
川
)
・上
野
山
下
火
除
明
地
・
深
川
永
代
寺
境
内
の
五
ケ
所

に
建
て
、
五
日
よ
り
無

宿
㊨
窮
民
を
脇
容
し
、
前
述

の
如
く

一
人
三
合
の
割
で
食
料
を
與

へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
小
屋
入
の
者

へ
施

ε
し

て
金
観
或
臨
蔬
菜

の
類
を
勝
方

か
ら
逡

る
も
の
が
多

か
つ
だ
。
牧
容
人
員
は
十
月
二
十
八
口
迄
の
計
算
で
は
五
ケ

所
総
聾

実

見

+
六
八
で
め
る
。
ボ
二
月
育

か
ら
追
・
元
徳

の
町

へ
退
か
し
め
、
上
野
湊

川
二
・
所

ε
を
残

し
外
二
箇
所
は
す

べ
て
引
拙
ひ
、
其
後
海
邊
新
田
も
や

め
て
、
永
代
寺
の
み
に
成
り
、
翌
年
正
月
廿
⊥八
日

、

の

に
は
全
部
晦
…止
す
る
に
至

っ
だ
.
.

、

(
(
)更
に
本
所
附
御
用
屋
敷
十
九

ヶ
所
の
内
十
三

ケ
所
は
、
九
月
二
日
の
地
震
火
災
で
震
潰
天
底
焼
失
し
た
¢

で
焼
失
の
分
は
三
ケ
月
、
皆
潰

の
分
は
ニ
ケ
月
、
宇
潰

の
分
は

一
ヶ
月
、
そ
の
地
代
を
免
除
す

る
こ
ゼ
、
し
た
。
こ

れ
は
従
前
か
ら
出
火
出
水
の
際
に
は
、
地
代

一
ケ
月
を
免
除
し
た
例
は
あ

っ
た
が
、
今
側
は
空
前
の
災
害
で
も
あ

り

つ
た
の
で
、
右
の
廃
置
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

(
呂
)地
震

に
よ

っ
て
米
穀
を
詰
め
て
あ

っ
陀
土
城
が
破
潰
し
た

、
め
、
市
中
春
米
屋
並
に
市
民
は
飯
米
を
得
る
.

葬

常
磐

困
難
を
威
す
る
鰹

が
あ
沸

で
、
米
澗
屋
慧

、
に
命
じ
て
樋
當
の
嘘
催
を
講
芝

切
、
ま
た
棄

4)
5).謙 碧羅 臨 曇騨 響 贔 儲 毒類苑、政治部四¢3頁等峯照'

武 す工士也到」0)言巳(前掲20頁)6)
前 掲 群8頁 以下7,東京 市児 稿



屋
な
ご
の
家
宅
が
大
破
し
て
、
家
業
を
馨
む
こ
ご
の
出
來
ぬ
も
の
も
あ

っ
た
が
、
こ
れ
等
は
成
る

べ
く
早
ぐ
騎
乗

の

を
開
始

し
て
、
飯
米

の
供

給

に
差
支

え
ざ

る
や
う

に
督

脚

し
だ
。

(ホ

)地
震

の
た

め
に
物

償
や
賃

銀
は
自
ら
騰
貴

し

た
。

例

へ
ば
『
職
人

こ
も
は
、
金

一
分
叉
は

こ
分
受

取
り
、
あ

き
も
の
(商
品
)は
、蓬

、
.莚
、
縄
、
草
鞋

に
至

る
ま

で
、
よ

の

つ
ね

の
償

〔
が

二
分

ソ
を
増

し
、
金

壷
而

に
付

⊥ハ
貫
⊥
八
百

鏡
尊

し
も
・
忽
ち
六
貫
五
憂

に
な
る
剛
旨

い
ふ
有
様

で
・
物
贋
の
取
締
は
極
め
て
必
要
で
あ
る
・
幕
府
は
乃

恥

ち
左

の
如

き
暴
利
取
締
令

を
獲

有

し
だ
。

『此
度
地
震
出
火
に
付
、
材
木
板
類
其
外
諸
色
等
何
品
に
不
レ
寄
寓
直
之
趣
、
諸
職
人
人
是
等
に
至
迄
、
手
間
賃
等
、
格
別
引
上
け
候
哉
に
相
聞
候

此
爾
志
儀
放
、
諸
色
等
擁
底
に
に
可
有
之
候
へ
共
、
無
レ謂
格
別
高
直
に
費
買
致
し
候
段
不
届
之
事
に
候
。
此
段
早
々
町
中
ね
可
被
申
渡
候
。
着
地

「

後
左
様
之
儀
有
之
候
に
」
少
も
無
用
捨
、
早
々
召
描
鰻
重
に
可
申
付
候
事
』
〔十
】日
)

『
此
度
江
戸
表
地
震
出
火
に
付
、
材
木
其
外
之
諸
色
、
商
人
共
よ
り
在
方
酔
性
交
中
道
候
は
、
、
元
直
段
成
丈
下
直
に
費
出
、
運
賃
専
決
し
て
引
上

け
申
間
数
候
。
苦
熱
レ謂
高
直
に
致
し
候
者
於
有
之
は
・
可
爲
曲
事
者
也
』
(+
四
日
)

從
來

火
災

其
他

の
場
合

に
、
材
木
石
類
其
他

諸
色

を
騰
貴

せ
し

め
、
又
は
買
〆
等

の
行

爲

が
屡

々
行

は
れ
た

の

で
、
此
際

爲
替

御
用

達
共

に
出
金

せ
し

め
、
御
用
材

木

石
類
等
を
買

上
げ

て
、
廉
償

に
彿
渡

す

ε

い
ふ
方

法
も
考

へ

ら
れ
た

や
う

で
あ

る
が
、
.こ
れ
は
實
行

不
可
能

ε
し

て
採

用

せ
ら

れ
す

、
奸

商
取
.締

の
方

法
を

ε
る

こ

ε

、
な

m

り
、
暴

利
の
取
締
を

令
す

る
に
至

っ
た
も

の
で
あ
る

が
、
十
⊥
な

十
七
両

日

に
市
中

の
材

木
屋

・荒
物
屋

・職

人
其

外
家
造

普
請

等

に
携

れ

る
者

で
、
町
奉

行
所

へ
君
捕

は
れ
だ
も

の
が
多

く
、
銭
相
場

も
、
幕

府

よ
b
両

替
共

に
高

説

苑

安
政
の
震
筑
吝
救
済
策

第
+
七
巻

〔第
四
號

=

三
)

五
六
五

8)
9)
10)
11)

同上49【 頁以下
破窓 記(吹躍繰 第三十四肋30頁)
東京 市臭橘 前 掲499頁 、495頁)
同上496.頁

■



設

苑

安

政
の
震

災
己
救
済
策

第

十
七
巻

(第
四
號

一
}
四
)

、五
六
六

尠

く
す

べ
か
ら

ざ

る
旨

の
戒
告
を
與

へ
陀

の
で
、
も
ε

の
相

場

に
昂
ず

る
に
至

っ
た
ビ

い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。

ロ

のエ

大

阪

に

於

て

も

十

月

八

田

次

の

如

き

物

贋

取

締

令

を

獲

有

し

て

み

る

。

『去

る
二
目

-
江
戸
表
地
震
後
大
火

の
由
相
聞
候
に
付
て
は
當
地
嘴
人
典
儀

、
.果
て
江
戸
積
仕
来
候
口
叩
々
は
勿
論

の
儀

、
其
餓
諸
口
闇
々
も
、
右
下
事

密
画
段
引
上
け
候
儀
杯

、
沃
て
致
間
数
候

-
自
然
利
慾

に
拘
り
不
直
の
及
仕
方
懊
者
有
之
趣
相
聞
候

に
鐙
、
早
速
召
捕
嚴
重
可
金
沙
汰
條
-

一
統
其

旨
な
存
。
彌

以
正
路
の
取
計
可
致
候
』

瑚

(
へ
)災
害
地

の
復
蓉

に

つ
い
て
は
、

あ
ま
り
多
く
傳

へ
ら

る

＼
庭

な
き
も

、
十
月

四
日

の
鰯

に
は

『此
度
地
震
に
付
、
御
城
内
御
破
損
所
も
吸
ケ
所
有
之
候
腱
、
世
上
一
般
材
木
其
外
差
支
も
可
有
之
旨
被
思
召
候
に
付
、
取
締
場
所
之
外
.
其
儘
被

差
置
候
買
被
御
出
候
間
、
銘
々
屋
敷
も
其
心
得
を
以
て
、
全
く
入
用
之
ケ
所
而
己
格
別
手
軽
に
普
請
致
し
候
様
可
被
心
得
候
』

ε

あ
る
。
復
讐
事
業

に

つ
い
て
は

、
必
要

な
場
所

か
ら
各

自
が
な

し
得

る
手
段

を
議

し
て
、
追

々
手
を

つ
け

て
行

つ
泥
に
過
ぎ

鳳
も

の
で
あ
ら

う
。

〔ト
㌦
震
災
後
市
民

に
し
て
生
計

の
途

を
失

ひ
、
飢

渇

に
及

べ
る
も
の
も
少

く
な

い
が
、
救
鰍
策

に
も

限
り
あ

る

こ
ε
で

め
る
か
ら

、窮

民
を
し

て
焼
土
を
.
一
定

の
箇
所

ま

で
持
運

ば

し
め
、
↓
荷

に
付

若
干

の
賃

銭
を
興

ふ
る
こ

ざ

、
す

る
な
ら

ば
、
何

れ
も
生
業

の
途
を
縁

て
飢
渇

を

見

る

、
で
あ
ら
う

ξ
の
趣
意

か
ら

、
窮
民

労
役

の
計
書

が
立

て
ら

れ
だ

が
、
『
右
賃

銭
公
儀

御
出
方
可
相

成
筋

に
無

之

、
銘

々
差

出
可
申
儀

」
で
あ
.り
、
既

に

『
御

救
筋

の
儀
は
相

立
有
之

、
其

上
追

々
市
中
普
請
等

取
掛

候
得

ば
、
潤
助

に
も
相

成
可
申
』

ご

の
理
由

で
、
こ
の
計
書
は
遂

に
實
行

さ

刷

れ
な
か
っ
た
。

こ
の
や
り
方
か
ら
考

へ
て
も
、
幕
府

の
震
災
に
封
ず

る
救
恤
や
、

一
般
役
替
事
業
に
劃
す
る
方
針

12)

13)

14)

15♪

破窓吉日(前掲灰塵録3置 頁)
堂島薔記 「徳 川時代商業叢書第二357頁)
幕府沙汰書(東 京市史稿494頁)
東京市史稿483-487頁

`



は
馬

多
少
窺

ひ
得

ら

る

、
が
如

き
心
地

が
す

る
。

ド
`

・

未
曾
有
の
大
地
震
ε
構
せ
ら

れ
だ
安
政
の
震
災

に
つ
い
て
幕
府

の
探
り
し
政
策
や
態
度
は
上
述

の
如
く
で
あ
っ

て
、
要
す
る
に
そ
れ
等
の
も
の
は
窮
民
救
恤
策
た
乃
に
過
ぎ
隙
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て

一
朝

に
し
て
破
壊

さ
れ

た
大
都
市
が
如
何
に
し
て
復
蕾

さ
れ
、
災
害
に
よ

っ
て
生
し
た
脛
濟
組
織
が
如
何
に
し
て
整
理
し
櫨
梅

さ
れ
た
か

は
全
く
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
か
く
の
如
き
経
済
政
策
の
如
き
も
の
は
遂
行
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
で
は
な
か

ら
う
乎
。

勿
論
江
戸
,時
代
は
国
家
統

一
の
成
り
し
時
代
で
あ
り
、
前
時
代
の
如

き
純
然
た
る
地
方
脛
濟
の
時
代
で
は
な
く

し
て
国
民
脛
濟
的
の
色
彩
が
漸
次
加
は
る
に
至

つ
陀
時
代
で
は
あ
る
が
、
而
も
術
各
藩

は
成

る
程
度
ま
で
凋
立
し

て
各
地
方
に
経
済
上
の
中
心
が
あ
b
、
全
国
が
纏
濟
的
に
密
接
な
る
連
絡
を
有
せ
し
程

の
も
の
で
は
な
か

っ
た
如

く
で
あ
る
。
即
ち
国
民
経
済
に
進
み
つ
、
あ

っ
た
こ
ε
は
認
め
る
が
、
術
地

方
経
済
的
色
彩
も
張
か
つ
た
こ
ε
は

否
み
難
き
所
で
あ
る
.。

右
は
、
我
國

一
般
の
歌
呪
を
概
観
し
陀
も
の
で
あ
る
が
、
更

に
江
戸
を
中
心

ε
し
て
考
ふ
れ
ば
、
比
感
念
は

一

層
深
き
も
の
が
あ
る
。
江
戸

ε
大
阪
ε
.は
共

に
當
時
我
國
の
最
大
都
市
で
あ
る
が
↓
江
戸
は
こ
ち
ら
か
ε
い

へ
ば

政
治
上
の
中
心

で
あ

っ
て
、
経
済
上
の
中

一6

嬉
し
て
は
、
寧
ろ
町
人
の
都
で
あ
る
大
阪
の
方
が
、
全
図
的
に
連
絡

説

苑

安
政
の
震
災
ミ
救
済
策

第
十
七
巻

(第
四
號

】
一
五
》

玉
六
七



眈

苑

安
政
の
震
災
ぐ」救
済
策

第
十
七
巻

(第
四
號

「
】
六
)

五
六
八

を
有

せ
し
も

の
で
あ

っ
π

、
故

に
経
済
關

係

か
ら

い

へ
ば

、
若

し
大
阪

で
大
地

震

が
あ

っ
た
ε
す
れ
ば

や
そ
れ
ば

沓
藩

の
経
済

に
も
可
な
b
人

な
る
影

響
を
及

ぼ
し
π
で

み
ら
う

が
、

江
戸

だ
な

れ
ば
そ
れ
程

の
影
響
を
生

せ
な

か

っ
た
も

の
に
相
違

な

い
。

次

に
江
戸

ε
大
阪

ご
の
脛
濟

上
の
關
係

に

つ
い
て
は
如

何

ε

い
ふ
に
、
菱

垣

廻
船

や
樽
廻
船

に
よ

っ
て
、
而

地

は
経

済
的

に
連
絡

せ
ら

れ

て
お

っ
た

こ
ご
は
勿
論

で
あ

る
。
然

ら
ば
江
戸

の
震
災

は
果

し
て
こ

れ
だ
け

の
影
響
を

大
阪

に
奥

へ
た

で
あ
ら
う

か
。

こ
の
黙

に

つ
い
て
は
史

料

は
極

め
て
乏

し
く

、
判
断

に
苦

し
む

次
第

で
あ

る
が
、

大
阪

で
は
前
述

の
如

一
十

q
八
日

に
物
償
取
締
令

を
出

し
て
居

る
。
然

し

こ
の
戒

告
は
、

こ
れ
よ
b
以
前

に
も

、

江
戸
に
火
災
の
あ
窪

際
、
輩

出
・
れ
た
所
の
も
の
茎

商

「
で
あ
っ
系

醜

彗

物

能

籔

灘

一㍉
姦

震
災

の
場
合

に
特

に
意
義
を
有
せ
し
も
の
ε
は
考

へ
ら
れ
な
い
。
ま
陀
「
大
阪
市
史
」
に
は
江
戸

の
地
震
は
大
阪
に

切

影
響
な
か
b
し
旨
の
記
載
が
あ
る
位
で
あ
っ
て
、
こ
の
震
災

の
π
め
に
従
来
ご
異

っ
て
特

に
重
大
な
る
影
響
を
蒙

っ
た
も
の
ε
は
考

へ
ら
れ
な

い
。
帥
ち
縄
濟
關
係
が
互
に
連
絡
し
て
お
つ
セ
`
は
い
ふ
の
も

、
、
特
に
冠
り
立
て

、
い
ふ
程
の
非
常
な
影
響
を
蒙

っ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
の
で
め
つ
て
、
こ
れ
は
當
時

h
般
の
経
済
關
係
か
ら
見

て
も
、
叉
廣
江
戸

ε
大
阪
ε
の
地
位
3
關
係
か
ら
見
て
も
、
大
禮
見
當
の
付
く
事
柄
で
あ
る
。
事
情

か
く
の
如
く
な

る
が
故
に
、
江
戸

の
地
震
は
矢
張
り
江
戸
の
地
震
で
あ

っ
て
、
全
国
的
に
若
く
は
他
の
重
要
都
市

に
人
な
る
影
響
を

及
ぼ
す

べ
き
性
質

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
幕
府
の
政
策
に
重
大
な
る
意
義
を
有
す

る
経
済
上
の
問
題

16)大 阪 市 史 巻 四 下(787,正894,2[43頁

17)大 阪 市 史 索 引325頁 、 市史 巻 二756頁

.



か
含

ま
れ
て
居

な

か

っ
た

こ
∫
は
、
寧
ろ
當
然

で
は
な

か
ら
う
乎
。

四
、

鯨

録

江
戸
で
は
何
か
の
事
件
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
關
嚇
し
て
必
ず
滑
稽
叉
は
諷
刺
の
狂
句
・
俗
謡
或
は
諷
刺
諜
が
流

行
し
だ
も
の
で
あ
る
。
安
政

の
地
震
に
も
市
民
は
空
前
の
災
厄
を
蒙

っ
た
に
も
か

、
は
ら
す
、
地
震
が
稍

々
鎭
辞

す
る
ご
、
之

に
閲
す
る
狂
句
や
ら
俗
謡
や
ら
諷
刺
書
な
ご
が
流
行
し
だ
こ
ε
は
移

し
い
も
の
で
諷
刺
書

の
み
で
も

り

二
百
種
以
上
に
及

ん
で
み
る
そ
う
で
.め
る
。
コ
江
戸
物
語
」
に
は
「地
震
除
」
ε
「
地
震
の
す
ち
ゃ
ら

か
」
`
題
す

る
も

の
ε
が
挿
入
し
て
め
る
。

そ
れ
等
の
諷
刺
謁
や
俗
講
な
ご
の
種
は
『
鹿
島
明
神
が
出
雲

へ
行

か
れ
π
留
守
を
見
込
ん
で
、
要
石
に
て
押

へ
て

あ
っ
た
総
が
暴
れ
出
し
地
震
を
起
し
把
、
そ
こ
で
伊
勢

の
大
神
宮
が
白
馬
に
乗

っ
て
救
助

に
駈
付
け
ら
れ
、
白
馬

の
毛
を
撞
き
蒔
き
散
ら
さ
れ
た
、
此
毛
が
膿

に
燭
れ
陀
も
の
は
皆
命
が
助

つ
把
。
其
謹
櫨

に
は
必
ず
袖
の
訣

に
白

毛
が

「
水
入
て
居
た
ε
云
ひ
㈱
ら
し
た
。
叉
此
憂
災
で
有
幅
な
市
民
は
家
財
を
失

ひ
た
る
上
.
更

に
新
築
の
爲
に

大
金
を
費
さ
な
け
れ
風
な
ら
の
災
難
で
あ

っ
た
が
、
大
工
職
人
、
材
木
商
な
ご
は
、
皆
此
地
震

の
爲
に
賄
費
が
繁

昌
し
て
総
は
却
て
幅
の
帥

で
あ
っ
た
。」
此
等
が
即
ち
種
子
ξ
な

っ
て
多
数
の
諷
刺
茜

こ
な

つ
陀
も
の
で
あ
る
。

狂
句

の
中

に
は
江
戸
名
所
を
詠
み
込

ん
だ
も
の
や
、
三
十
六
歌
仙
の
歌
に
涙

つ
π
も
の
も
あ
り
、

い
ろ
は
讐
の

説

苑

安
政
の
震
災
ご
救
済
策

第
十
七
巻

(第
四
號

「
}
七
)

五
六
九

1)江 戸物語21丁 、武江年表(江 戸叢書 巻十二295頁 滲照)

2)江 戸物語21丁



〆

説
.
晶苑

安
政
の
震
裾火
ご
救
済
策

第
十
七
巻

(第
四
號

一
　
入
)

五
七
Q

や
う

に
、

い
ろ
は
四
十

八
文
字

を
各

旬

に
冠
せ
陀
も
の

も
あ
り
、
種

々
工
夫

を
凝

ら

し
π
も
の

で
め
る
。
、今

そ

の

の

二
三

を
　引
み
て

お
.く
。

天
智

天
皇
。

明
店

の
な

い
の
で

み

ん
な

そ

れ
ぐ

に

も
よ
リ
ノ
㌔

で

小
屋
に

い
り

つ

、
。

持
統

天
皇

。

は

る
す

き
も
寝

巻

の
ま

、
で
逃
出

し

き
が
ぴ
が

の
ふ
て
事

を
か
く
山

。

地
震

の
五

重
塔

ε
か
け
て
。

な
が
っ
ち

り
の
客

人

ε

、
く

心

は

か

へ
り

そ
う
で

か

へ
ら

諏
。

い
。

命
よ

り
外

に
寳

は
な

き
も
の
ぞ

こ
が
ね

の
裾

は

散

れ
ば
ま

た
映

。

ほ
。

程
脛

て
も

地
震

の
こ
わ
さ
忘
れ
す

ば

住

み
ち

か
く

家
根

か
る
く

せ
よ
。

よ
。

欲
を

捨

拾

ふ
命

に
こ
り

だ
ら
ば

家
財

ふ
や
す

な

た
ろ
こ

冠
を

し
れ
。

き
。

木

や
竹
の
直
上
げ

に
付

て
諸
職
人

地
震

の
跡
を

ま

た

ゆ
す

る
ε
は
。

一

へ完
)
…

3)側 面観幕末史 ロ6頁 以下参照
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